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１．はじめに
　火山泥流（ラハール）は，火山で発生する土砂（岩石
の破片）と水の混合物の高速の流動現象である１）。この
土砂の多くは火山砕屑物（火山灰や軽石，火山礫などの
総称）である。
　災害としてみた場合，低温ではあるが，高速で，遠方
まで到達し，運搬力・破壊力が大きく，殺傷力も高いため，
火砕流，噴石や火山弾にならんで，もっとも警戒すべき
噴火災害要因の一つとなっている。例えば，1926 年に
北海道十勝岳で発生した火山泥流は，25kmの距離を 25

分で流れ下った２）。山から津波のように押し寄せる火山
泥流で，山麓の上富良野では 144 名の犠牲者が出た。
　本論文では，鳥海山において 1801 年夏に発生した「大
洪水」と記される現象の記録について検討する。はじめ
に，『鳥海山炎燈』にある 1801 年８月 13 日（享和元年
七月五日）の「大洪水」という記録を分析する事でどの
ようなタイプの流れがあったかを明らかにする，次に，
「大洪水」という記録が火山泥流であることを示す，さ
らに火山泥流の成因についても議論する。
　なお，鳥海山は東北地方の秋田県，山形県の県境に位
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置する独立峰の成層火山である。その構成物は主として
安山岩質の溶岩である。約 60 万年前から噴火活動を開
始している。鳥海山の湿原堆積物中に狭在する火山灰の
調査から，過去 4000 年では，平均約 80 年の間隔で噴
火を繰り返していることが明らかとなった３）。鳥海山で
実在が確実な噴火は，871 年，1659 年 -1663 年，1740
年 -1747 年，1800 年 -1804 年，1821 年，1974 年の６噴
火である。４）５）

２．火山泥流について
　火山泥流にはいくつかの流れのタイプがあり， debris 
flow, hyperconcentrated flow, muddy streamflow, flood 
flow に分類される。１）また，一つの火山泥流に複数の
タイプの流れを含むことがある。
　debris flow（通常土石流と訳される ;以下土石流と記
す）は，重力による火山砕屑物と水の混合物の流れで，
hyperconcentrated flow よりも土砂の割合が多い。また，
その堆積物の垂直断面は均質である１）。
　hyperconcentrated flow（以下ハイパーコンセントレ
イティド流と記す）は，土石流よりも土砂の割合が少な
い重力による火山砕屑物と水の混合物の不均質な流れで
ある。 土石流とハイパーコンセントレイティド流の境
界は土砂量（体積比）で，50-60％の近辺である１）。また，
ハイパーコンセントレイティド流よりも土砂量の少ない
場合は，muddy streamflowあるいは flood flow（洪水流）
と呼ばれる。１）

　火山泥流の発生要因は，火口湖内での噴火，火砕流な
どの水系への流入など様々である。大別すると火山活動
により直接引き起こされる一次泥流と，火山活動には関
係なく発生する二次泥流とがある６）。東北地方の火山で，
これまで注目されてきたのは，一次泥流の一種である融
雪型火山泥流と二次泥流の一種である火山灰降下後の豪
雨による火山泥流である。前者は，積雪が火山噴出物の
熱によりとかされることで発生する。後者は，噴火によ
り斜面に火山灰などが積もり，さらにそこに多量の雨が
降ることで発生する６）。
　しかし，近年，いくつかの火山噴火でこれまでに考え
られていたものとは異なる成因の一次泥流—火口噴出型
泥流—が観測された。秋田焼山の 1997 年噴火において
は，小規模ながら火口から噴出した泥流が観察された７）。 

北海道有珠山の 2000 年噴火においては火口から熱泥流
が噴出し，橋を押し流した８）。2014 年の御嶽山の噴火
でも小規模な火山泥流が観察されている９）。また，融雪
型泥流とされていた十勝岳の大正泥流（1926 年）でも，
熱水噴出の役割が重要視されている 10）。
　これまで東北地方の多くの火山では積雪期に発生する
融雪型火山泥流を想定したハザードマップが作られてき

た（例えば秋田焼山のハザードマップ11））。しかしながら，
火口噴出型泥流の場合は，季節とは関わりなく火山泥流
が発生する可能性がある。このような「想定外」の火山
泥流が発生した場合，大きな災害に発展する可能性があ
り，過去の例について十分な検討が必要である。

３．鳥海山 1800 年 -1804 年噴火の概要
　鳥海山の 1800 年 -1804 年噴火は，1800 年の末に噴気
あるいは弱い噴煙の活動から始まった。その後，1801
年３月には，山麓で爆発的噴火活動を確認，さらに
1801 年４月には東西にのびる火口列からの噴火が登山
者により確認されている。５）1801 年８月には，

表１　鳥海山 1800-1804 年噴火の主な噴火現象
　　　（植木５），林ら 12）の論文を参照して作成）

　1800 年の末
　　噴気あるいは弱い噴煙の活動
　1801 年３月
　爆発的噴火活動を確認
　1801 年４月
　　東西にのびる火口列からの噴火が確認される
　８月 10 日（七月二日）まで
　　水蒸気爆発
　　�（七月二日〜七月十日のいずれかの時点でブルカノ

式噴火への移行）
　８月 13 日（七月五日）朝　
　　大洪水（本論では火山泥流とした）
　８月 15 日（七月七日）　
　　�登山者 8名が山頂近くで火山弾（噴石？）のために

遭難する。
　８月 18 日（七月十日）
　　ブルカノ式噴火発生
　８月 21 日（七月十三日）
　　ブルカノ式噴火発生
　８月 22 日〜 27 日の間（七月十四日〜十九日の間）
　　黒煙の中が赤く光っているのが昼でも見えた
　８月 31 日（七月二十三日）
　　�山頂にかかる煙が晴れたところ新山溶岩ドームがす
でに出現していた

　この後 1804 年頃まで　活動は継続したらしい

噴火のクライマックスを迎え，ブルカノ式噴火が発生
し 12），８月下旬には新山溶岩ドームが出現した。その後
噴火は 1804 年までは継続していたらしい５）。
　林ら 12）によると，鳥海山山頂では，８月 10 日以前に
は水蒸気爆発（あるいはマグマ水蒸気爆発）が，８月
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18 日以後はブルカノ式噴火が発生している。８月 13 日
については，水蒸気噴火あるいはブルカノ式噴火のいず
れかが発生していたと考えられる。1800 年 -1804 年噴
火の経緯を表１にまとめた。

４．地形・地名
　本論文に登場する地形及び地名を説明する。
　鳥海山は標高 2,236m の成層火山でありその山頂は次
に説明する寺田村の南南東 18km地点にある。山頂には
東鳥海馬てい形カルデラ 12）がある。このカルデラは北
方に開いたU字形をしている。そのため山頂の新山付
近では，屏風の様に東，南，西の３方向がさえぎられ，
もし噴火がおこった場合，火山泥流や溶岩などは北方向
に流れることになる。また，歴史時代の噴火のほとんど
は東鳥海馬てい形カルデラ内で起こっている。したがっ
て，今後の鳥海山の噴火も東鳥海馬てい形カルデラ内起
こる可能性が多く，火山泥流が発生した場合，その向か
う方向は北と推定される。地形から見て，北方に向かっ
た火山泥流は白雪川沿いに流れ下ることになる（第１図
参照）。
　この白雪川沿いにあるのが寺田村西小出東小出であ
る。現在のにかほ市の小出，寺田地区に相当すると考え
られ，鳥海山の山頂からの距離は約 18kmであり，白雪
川の河口から９km地点に位置する。
　芹田，三森は白雪川の河口にある（第１図参照）。

５．使用した史料
　本研究で引用した『鳥海山炎燈』は，『象潟郷土誌資
料第七巻（復刊）』の中に「鳥海山噴火記録」の一部と
して収録されている。『鳥海山炎燈』は，斎藤善之助氏
所蔵と象潟郷土誌資料には記されてある。史料中の鳥海
山外輪山の行者嶽の仮殿設営をめぐる記述内容から，筆
者は鳥海山北部の村（現在の秋田県にかほ市）に在住し
ていたらしいことがわかる。史料のはじめと最後の部分
は，『象潟郷土誌資料第七巻（復刊）』では略されている
が，少なくとも 1801 年３月 27 日（享和元年二月十三日）
から８月 13 日（七月五日）までの噴火および噴火をめ
ぐるできごとについて記録されている。
　記述は詳細でかつ具体的であり，おそらく噴火からそ
れほど時間をおかずに書かれたものだろう。
　また，噴火のため山頂付近にあった神社を，外輪山で
ある行者嶽に移動した件などが記されている。これは，
飽海郡（現在の山形県側）の史料である『文化大地震附
鳥海山噴火由来』にも「行者嶽假殿」とあることにも符
合している。
　このように本史料の記述は詳細でかつ具体的であり，
他の史料との整合性も高い，以上の点から本史料は信頼

性が高いと判断した。
　なお，論文末に「参考」として史料の関連部分を提示
した。

６�．享和元年（1801 年）８月 13日に発生した「大洪水」
をめぐる記録
　火山泥流と考えられる流れ現象の発生したのは 1801
年８月 13 日（享和元年七月五日）である。

 

第 1図　位置図
Figure 1  Locality map

　
６．１　８月 13日（七月五日）以前
　『鳥海山炎燈』には８月 13 日以前の状況も書かれてい
る。７月 24 日（六月十四日）には「焼け抜けしより灰
降り白雪川の水変じ泥流れ下り」とあり，噴火により噴
出した火山灰が水に混じり流れてきたことがわかる。『鳥
海山炎燈』には，大工人足などが山頂の仮屋の工事中に
噴火に遭遇した事が書かれているが，これが「焼け抜け」
に対応している。「水変じ泥流れ下り」は，「水の色は泥
濁りしてながれる有様也」とあるので，泥水が流れてき
たものと判断できる。また，「魚死に絶へたり鰭あるも
のとて生まれず」とあることから，泥が混じることで河
川の水が酸性化し，白雪川に生息する魚類に被害がでた
ことがわかる。７月 26 日（六月十六日）には「大洪水
あり大森の者鱒拾ふ事多かりけり」とあるが，これが火
山泥流に関係した洪水かどうかは不明である。
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６．２　８月 13日　小出，寺田での流れの様相
　小出は白雪川河口から約６km上流地点にある集落で
ある。
　８月 13 日（七月五日）の朝，小出では「少しの雨」
しか降らなかった。「大洪水一さんにみなぎり田畑秣野
一面水となり」とある。大洪水があり，小出近辺に広く
出水し氾濫した事がわかる。また，寺田に「家の中に泥
流れ込み五尺斗りの厚さ也」のように泥を堆積させたこ
とから多量に泥を含んだ流れもあったことがわかる。「然
るに其川端に馴れし故にやけがはなかりけり」とあり，
洪水になれた住民たちに，人的被害は生じていない。
　また，「大洪水」では，「石は浮いて流れ大木は長木の
如くに流れる有様也」ともある。「石は浮いて流れ」と
ある。これは石が表面に見える状態で流されたというこ
とを意味すると解釈できる。
　田畑にも泥が流れこんだ。「田畑は泥の下になり百反
歩程はいたみたり」とある。１反はおよそ 992 平方メー
トルであるから，約 10 万平方メートルの範囲が泥に埋
もれたことになる。埋もれた田畑は文の前後関係から見
て，寺田村の可能性が高い。したがって，その位置は，
白雪川に隣接した寺田南部の低地の可能性が高い。
　このように，８月 13 日の小出，寺田の記録に残る「大
洪水」は単なる洪水ではなく，「石は浮いて流れ」，大量
の泥を堆積させるものであったことがわかる。

６．３　８月 13日　芹田，三森の様相
　また，白雪川河口の芹田では，「芹田磯辺は大石多く
泥と埋み蛇も泥の下に成る，不思議やな海口に鳥海山の
石と同しき大石二間四角程と見へたり」とあり，大石が
多く出現し，その中には「大石二間四角程」と巨大な岩
が含まれていたことがわかる。「尚ほ深山の大石大木海
口にふさかり芹田の渡し止りければ」ともあるので，石，
木とも流れて運ばれてきたことがわかる。これらのこと
から河口付近にまで，運搬力の大きな流れが存在したこ
とが考えられる。
 
７．考察
　以上，七月五日の「大洪水」の記述からは，「石は浮
いて流れ」，大量の泥を堆積させるものであり，河口ま
で大石と大量の泥を運搬することのできる流れが存在し
ていたことがわかる。これが火山泥流であったかどうか
検討する。

７．１　1801 年８月 13日に発生した流れ現象の成因
　８月 13 日（七月五日）の「大洪水」の記録に見られ
る流れ現象の内，「大洪水一さんにみなぎり田畑秣野一
面水となり」とある部分はmuddy streamflow あるいは

　flood flow （洪水流）であろう。しかし，同時に「石
は浮いて流れ大木は長木の如くに流れる有様也」と運搬
力の高い流れが，一部に存在したことが示唆される。お
そらく白雪川に，土石流やハイパーコンセントレイテッ
ド流が流れ下ったのだろう。
　また，同日の芹田や三森など河口近辺の記録からは大
量の泥がやってきたこと，「芹田磯辺は大石多く」，「海
口に鳥海山の石と同しき大石二間四角程と見へたり」と
あるように，大量の「大石」および巨礫が出現した事が
わかる。したがって，河口にも土石流あるいはハイパー
コンセントレイテッド流が到達した可能性が高い。
　以上のように『鳥海山炎燈』からは，土石流あるいは
ハイパーコンセントレイテッド流が存在したことが示唆
される。したがって，鳥海山で享和元年（1801 年）七
月五日に発生した「大洪水」は，単なる洪水ではなく，
火山泥流と判断できる。
　『鳥海山炎燈』の小出，寺田地区の記録では「大洪水
一さんにみなぎり田畑秣野一面水となり」とあり，寺田
村に「家の中に泥流れ込み五尺斗りの厚さ也」のように
泥を堆積させた。南ほか 14）は，鳥海山北麓（小出，三
森など本論文に登場する地域を全て含む）の過去 2500
年間の火山泥流（ラハール）堆積物の地形および地質調
査を行い，これらの堆積物を土石流，ハイパーコンセン
トレイテッド流，河川流の 3種の堆積物に区分した。土
石流堆積物にはしばしば 1メートルを超す安山岩巨礫
が含まれる。ハイパーコンセントレイテッド流堆積物に
は，稀に巨礫（0.5-2m）を含む。河川流は流路から溢流
した火山泥流に由来し，その堆積物は砂が主体であり，
10cm以下の礫を含む。
　現在のところ，南ほか 14）の記載した火山泥流堆積物
のどれが1801年の火山泥流に対応するかは不明である。
今後，年代測定が行われれば歴史記録との対比が可能に
なるだろう。

７．２　火山泥流の成因
　この火山泥流の成因について検討する。
　火山泥流が発生したのは８月 13 日（七月五日）であ
る。この時期の鳥海山山頂には，例年ほとんど積雪がな
い。雪を溶かして火山泥流を発生させるために必要な水
量を確保するのは難しい。したがって，この泥流は融雪
型火山泥流ではあり得ない。
　また，当時の山頂付近には「瑠璃の壺」という小さな
火口湖が存在した。しかし，「瑠璃の壺」小規模であり，
火山泥流を発生させるほどの水量はない。したがって，
そこからの噴火で泥流が発生した可能性も排除できる。
　さらに，山頂付近でなんらかのせき止め湖ができ，そ
れが決壊して火山泥流が発生した可能性を考えることも
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できる。しかし，８月 10 日に山頂付近を登山した様子
が『文化大地震附鳥海山噴火由来』（石辻阿部政吉筆記）
（『飽海郡誌巻之二』）に記録されている。12）この登山では，
一行が噴火に遭遇したため，山頂付近の状況が詳細に記
録されている。しかし，せき止め湖の存在を示唆する記
述はない。また，山頂付近には，せき止め湖を作り得る
ような地形は認められない。しかも，現在発見されてい
る 1801 年の噴出物は，谷を閉塞するような位置には存
在していない。したがって，せき止め湖が存在した可能
性はなく，その決壊による火山泥流の可能性も排除でき
る。
　『鳥海山炎燈』によると，小出地区では少量の雨しか
降らなかった。鳥海山の山頂部だけが豪雨で，それによ
り火山泥流が発生したという可能性はある。したがって，
豪雨による二次泥流が発生した可能性は考えにくいもの
の排除はできない。
　火口噴出型の火山泥流は，熱水あるいは泥と熱水が火
口から噴出するものである。噴出する熱水量は季節とは
無関係であるし，天候にも影響されない。したがって，
８月 13 日の火山泥流は火口噴出型であった可能性があ
る。
　現時点では，1801 年８月 13 日（享和元年七月五日）
の火山泥流の成因を特定することはできない。今後鳥海
山北側山麓の泥流堆積物の物質科学的研究が進めば，そ
の成因も特定できるだろう。
　
８．まとめ
鳥海山で 1801 年に発生した「大洪水」に関する史料を
検討した，その結果，
１�）七月五日の「大洪水」の記録にはmuddy streamflow
あるいは　flood flow （洪水流）と見られる流れと石
を流すような土石流あるいはハイパーコンセントレイ
テッド流と考えられる記述が残されている。また，河
口近辺にも大石を流すような土石流あるいはハイパー
コンセントレイテッド流が到達したことが読みとれ
る。
２�）以上のような特徴から『鳥海山炎燈』にある「大洪
水」の記録は，土石流あるいはハイパーコンセントレ
イテッド流とより洪水に近いmuddy streamflow ある
いは　flood flow （洪水流）が共存したことがわかる。
したがって，鳥海山で 1801 年 8 月 13 日（享和元年
七月五日）に発生した「大洪水」は，単なる洪水では
なく，火山泥流と判断できる。
３�）この火山泥流の成因は特定できていない。しかし，
夏に発生したことからこの火山泥流は融雪型火山泥流
ではなく，豪雨により発生した二次泥流あるいは火口
噴出型の一次泥流のいずれかのタイプと考えられる。

なお、このように河口まで到達する運搬力の高い火山泥
流が江戸時代に発生していたことは，鳥海山の火山防災
を考える上で重要である。
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参考　『鳥海山炎燈』の関連部分
『象潟郷土誌資料第七巻（復刊）』より

　鳥海山炎燈（斎藤善之助氏所蔵）
　［行者嶽仮殿についての記述部分］
　（略）蕨岡へ行き仮殿しつらふ相談小滝にも如此，再建後
四五年の事なれば先づ仮御室にいたすべし。長床の庭に少
し残りし地ありとて六月中旬人足大工を登らせ仮屋漸々出
来んとするところへ思ひもよらず六十一年前焼け抜けたる
古穴より六月十四日吹き出で鳴り渡り山動き石を飛ばし大
石の降る事雨の如し大工人足等は諸道具を懐に入れ，命ほ
うほうに七五三に逃げ登りふるひわなめき鳥海大権現助け
及べと一心に願望いたしけり，漸々煙りも静かになりけれ
ば何角七五三に立つろうべしと企てけるに又々七五三の下
より大煙鳴り上り震動すること止まざりけり大工人足等大
に驚き命は物の種と夫より伏拝を通り行者口より逃げ行き
けり，行者口の上にとて社の地形を拵へしが（中略）夫よ

り一町程下げて仮殿建立しけり，（略）
　［火山泥流についての記述部分］
　（略）六月十四日焼け抜けしより灰降り白雪川の水変じ泥
流れ下り其水のかかり泥二尺余り西小出東小出は馬洗ふ水
も用水迚なく諸人田畑のさわりと思ふも道理なり水の色は
泥濁りしてながれる有様也其時魚死に絶へたり鰭あるもの
とて生まれず，然して大洪水あり大森の者鱒拾ふ事多かり
けり是は六月十六日朝の事也，夫より稲の様体を見るに出
穂揃ふとも敢へて障りなし，七月五日朝少しの雨にて川向
など秣場に寺田村西小出東小出皆馬を引き秣場へ行きけり
思ひもよらず大洪水一さんにみなぎり田畑秣野一面水とな
り石は浮いて流れ大木は長木の如くに流れる有様也其時寺
田村四軒は家の中に泥流れ込み五尺斗りの厚さ也水ひけ候
所かたまりて鍬も立たぬ程なりしと，田畑は泥の下になり
百反歩程はいたみたり然るに其川端に馴れし故にやけがは
なかりけり，尚ほ深山の大石大木海口にふさかり芹田の渡
し止りければ板橋にすると也，海口三里四方泥に埋み船の
往来難成と也，三森の入澗埋りて船の出入止む芹田磯辺は
大石多く泥と埋み蛇も泥の下に成る，不思議やな海口に鳥
海山の石と同しき大石二間四角程と見へたり翌日天気なれ
ば庄内クソツ村クソツ新田村両村のもの参詣と聞き及べり
（略）
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